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ライフラインの被害

１ 上水道

＜断水率、断水人口＞

区 分
給水人口

（千人）

断 水 率 （％） 断 水 人 口 （千人）

直後 １日後 1 週間後 １ヶ月後 直後 １日後 1 週間後 １ヶ月後

レベル１
約３，７１６

９６ ９３ ５８ ２ 約3,584 約3,462 約2,144 約63

レベル２
（基本ケース）

９６ ９３ ５８ ７ 約3,584 約3.464 約2,159 約250

区 分
需要家数

（千件）

断 水 率（％） 断水需要家数（千件）

直後 １日後 1 週間後 １ヶ月後 直後 １日後 1 週間後 １ヶ月後

（第３次想定） １，２３５ ９１ ７１ １５ ０ 1,123 880 184 0

＜復旧予測＞

レベル１ ９５％復旧 ４週間程度

レベル２

（基本ケース）
９５％復旧 ５週間程度

(第３次想定) 需要家の９５％以上に仮設水道による給水 ３０日程度

２ 下水道

＜機能支障率、機能支障人口＞

区 分
処理人口

（千人）

機能支障率 （％） 機能支障人口（千人）

直後 １日後 1 週間後 1 ヶ月後 直後 １日後 1 週間後 1 ヶ月後

レベル１
約２，２３６

１２ ５３ ７ ０ 約257 約1,176 約153 約9.6

レベル２
（基本ｹｰｽ）

５１ ６７ ４３ ６ 約1,143 約1,502 約969 約143

区 分 需要家数（千件） 機能支障率（％） 機能支障需要家数（千件）

（第３次想定） ５４７ ２．１ １２

＜復旧予測＞

レベル１ ９５％復旧 ２週間程度

レベル２

（基本ケース）
９５％復旧 ５週間程度

(第３次想定) 上水道の復旧に合わせ復旧 ３０日程度

＜駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波＞
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３ 電 力

＜停電率、停電軒数＞

区 分
需要家数

（千軒）

停 電 率 （％） 停 電 軒 数（千軒）

直後 １日後 4日後 1 週間後 直後 １日後 4日後 1 週間後

レベル１
約２，２４７

８９ ７９ ６ ３ 約1,996 約1,786 約129 約77

レベル２
（基本ケース）

８９ ８０ ８ ５ 約2,001 約1,795 約173 約122

区 分 需要家数（千件） 機能支障率（％） 停電需要家数（千件）

（第３次想定） １，７３１ ３３．７ ５８３

４ 通 信

＜固定電話（不通回線率、不通回線数）＞

区 分
回線数

（千回線）

不通回線率（％） 不通回線数（千回線）

直後 １日後 1 週間後 1 ヶ月後 直後 １日後 1 週間後 1 ヶ月後

レベル１

約８３３

９０ ８１ ６ １ 約748 約677 約54 約4.7

レベル２

（基本ケース）
９０ ８２ １２ ６ 約752 約683 約101 約50

（第３次想定） （不通回線率の想定をしていない）

＜復旧予測＞

レベル１ ９５％復旧 １週間程度

レベル２

（基本ケース）
９５％復旧 １週間程度

(第３次想定) ９５％復旧 ６～１２日程度

＜復旧予測＞

レベル１ ９５％復旧 １週間程度

レベル２

（基本ケース）
９５％復旧 ２週間程度

(第３次想定) ９５％復旧（サービス復旧） １２日程度

＜駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波＞
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５ ガ ス

＜都市ガス（供給停止率、供給停止戸数）＞

区 分
需要家数

(千戸)

供 給 停 止

戸数（千戸）

供給停止率

（％）

復旧対象戸数

(千戸)

レベル１ 約４９４ 約３８０ ７７ 約１８９

レベル２
（基本ケース） 約４９４ 約３９１ ７９ 約１８０

(第３次想定) 約４７９ 約４７９ １００ －

＜復旧予測＞

区 分 都 市 ガ ス

レベル１ ９５％復旧 ４週間程度

レベル２

（基本ケース）
９５％復旧 ４週間程度

(第３次想定) ９５％復旧 ３０日程度

＜携帯電話（停波基地局数、不通ランク）＞

区 分
停波基地局率（％） 不通ランク

直後 １日後 ４日後 1 週間後 直後 １日後 ４日後 1 週間後

レベル１ ７ ８１ １１ ７ － Ａ － －

レベル２
（基本ケース）

１１ ８２ １６ １２ － Ａ － －

（第３次想定） （想定対象としていない）

※ 不通ランク 「Ａ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が５０％を超える。
「Ｂ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が４０％を超える。
「Ｃ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が３０％を超える。
「－」：上記ランクＡ、Ｂ、Ｃのいずれにも該当しない。

＜復旧予測＞

レベル１ ９５％復旧 １週間程度

レベル２

（基本ケース）
９５％復旧 ２週間程度

＜駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波＞

＜ＬＰガス(機能支障率、要点検需要家数)＞

区 分
需要家数

（千戸）

機能支障率

（％）

要 点 検

需要家数（千戸）

レベル１

約８５５

３２ 約２７１

レベル２

（基本ケース）
３５ 約２９８

（第３次想定） （想定対象としていない）
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レベル１

レベル２

（基本ケース）

影響度ランク

影響度
ランク

被害
規模

緊急輸送が可能なレベルの
復旧に要する日数目安

被害のイメージ

ＡＡ 大 １週間以上 橋梁の落橋、倒壊／地形の大変形 等

Ａ 中 ３日～１週間
道路閉塞（建物、道路上工作物、津波堆積物）

／橋梁の亀裂、損傷／地すべり／盛土、切土被害 等

Ｂ 小 当日～３日 液状化被害／その他小規模な被害 等

Ｃ なし － －

交通施設等の被害

１ 道路施設（緊急輸送路）

＜駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波＞
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レベル１

レベル２

（基本ケース）

影響度ランク

影響度
ランク

被害
規模

運行再開までの
日数目安

被害のイメージ

ＡＡ 大 1ヶ月以上 橋梁の落橋、倒壊、大変形／津波による流失 等

Ａ 中 1週間～1ヶ月
線路上への異物侵入(建物、鉄道上工作物、津波堆積物等)

／橋梁の亀裂、損傷／地すべり／盛土、切土被害／軌道変状 等

Ｂ 小 当日～1週間 液状化被害／その他小規模な被害 等

Ｃ なし － －

２ 鉄道施設 ＜駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波＞
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＜地震後に使用可能な防災拠点港湾・防災港湾の取扱能力＞

区分 港湾・漁港数 耐震強化岸壁数 取扱能力（ｔ／日）

レベル１ １７ ２９ ７７，３５５

レベル２ １７ ２８ ７０，２６９

（１）静岡空港

ア 被災状況

・震度６強の大きな揺れが発生するが、滑走路等の基本施設や航空保安施設に及ぼす影響は小さく、長期にわ

たり離着陸に影響を及ぼすような大きな被害は発生しない。

イ 対応状況

・安全確認のため空港を閉鎖するが、空港運用に支障がないと判断した時点から運航を再開し、速やかに救急・

救命活動、消火活動の拠点として運用を開始するとともに、広域医療搬送拠点が設置される。

（２）その他の主な飛行場・ヘリポート

・県内の航空自衛隊の基地では震度６弱～７の揺れを受け、一時的に空港機能を停止する可能性がある。また、

アクセス道路に被害が生じること等により、輸送機能に支障が生じる可能性がある。

・一部の防災拠点ヘリポートや市町防災ヘリポートでは震度６強以上の強い揺れを受ける可能性や津波が浸水

するおそれがあるほか、離着陸場内に住民等が避難していたり、アクセス道路に被害が生じたりすること等

により、輸送機能に支障が生じる可能性がある。

３ 港湾施設

４ 飛行場・ヘリポート

＜駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波＞
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生活支障等

１ 避難者

２ 物資不足

＜避難者数（発災～1ヶ月後）＞ 単位：人

区 分

１日後 １週間後 １ヶ月後

避難者数 避難者数 避難者数
避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

レベル１ 834,248 502,423 331,825 1,222,164 614,168 607,996 837,162 251,149 586,013

レベル２

(基本ｹｰｽ)
1,047,298 645,674 401,624 1,272,133 680,325 591,808 1,011,922 303,576 708,345

（第３次想定） 2,041,208 1,186,144 855,064 1,296,152 761,262 534,890 946,800 557,601 389,199

＜給水、食料、毛布の不足量（市町の備蓄のみで対応した場合）＞

区 分
住 民 分

１～３日目の計 ４～７日目の計

レ
ベ
ル
１

給 水 (ﾄﾝ) ３，０５３ １６４，１７３

食 料 （食） ２，３９７，１５３ ６，０９６，４２３

毛 布 （枚） ５６５，８２２

（基
本
ケ
ー
ス
）

レ
ベ
ル
２

給 水 (ﾄﾝ) ３，１５６ １６４，４２６

食 料 （食） ２，８８８，８２１ ７，４７１，２１２

毛 布 （枚） ６２７，９０４

※ 家庭内備蓄を考慮して算出している。

３ 医療機能支障

区 分
医療対応力不足数

入院対応 外来対応

レベル１ 約３０，０００ 約２１，０００

レベル２

（基本ケース）
約３７，０００ 約２５，０００

区 分 入 院 外 来

（第３次想定） １８，６５８ ２８，６７８

＜駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波＞

観光・出張客分を考慮した場合

１～３日目の計

３，５８３

３，２４０，８７７

８０９，２２８

３，６８６

３，７７４，１０４

８７８，６８７
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＜長期的住機能支障（発災後約２年～数年以降）＞ 単位：世帯

区 分

災害公営住宅の需要 ※

計 全壊世帯の需要 半壊世帯の需要
うち年収 400 万円未満

レベル１ ８５，４５５ ６１，７８３ ３８，１４５ ２３，６７３

レベル２

（基本ケース）
９２，２２７ ６６，２１７ ４１，３９８ ２６，０１０

（第３次想定） ９５，８９９ ４９，６７０ ２９，８６４ ４６，２２９

※ アンケート結果に基づく推計

４ 住機能（応急仮設住宅等）

５ し尿・ごみ・瓦礫

＜仮設トイレ不足量＞ 単位：基（仮設トイレ基数換算）

区 分
市町の仮設トイレ等の備蓄のみで対応した場合

仮設・簡易トイレを活用 仮設・簡易・マンホールトイレを活用

レベル１ ３，１２８ ２，７１５

レベル２

（基本ケース）
４，４３１ ４，２５９

（第３次想定） ２，０１５ －

＜駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波＞

＜中期的住機能支障（発災後約１ヶ月～２年間）＞ 単位：世帯

区 分
応急仮設住宅等の需要 ※

応急仮設住宅 借上げ型応急住宅 公営住宅の一時使用

レベル１
３７，９７４

（５９，３０９）

６０，０４２

（６０，０４４）

６，４２０

（６，４２０）

レベル２

（基本ケース）

４３，６９０

（６７，７２５）

６０，０４４

（６０，０４４）

６，４２０

（６，４２０）

（第３次想定）
４４，４００

（４６，８３１）
－

３，１０７

（３，２４４）
※ アンケート結果に基づく推計（借上げ型応急住宅、公営住宅および民間賃貸住宅の入居上限を考慮）

※ 上段：自宅が全壊・焼失した世帯の需要、下段：自宅が全壊・焼失、半壊した世帯の需要
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＜災害廃棄物、津波堆積物＞ 単位：千トン

区 分 合 計 災害廃棄物 津波堆積物

レベル１ ３０，７８６～３１，６７５ ２９，９９５ ７９１～１，６８０

レベル２

（基本ケース） ３６，８８３～４１，７６７ ３２，５３６ ４，３４７～９，２３１

（第３次想定） ２６，２３９ ２５，８０３ ４３６

＜一般廃棄物（生活ごみ）＞ 単位：㌧／月

区 分 発災～３ヶ月後 ３ヶ月後～半年後 半年後～１年後

第
４
次
想
定

家庭ごみ ９５，０００ ９４，０００ ９４，０００

粗大ごみ ２０，０００ ９，５００ ７，２００

(

第
３
次
想
定)

家庭ごみ ９３，３６１ ９２，３９３ ９２，３９３

粗大ごみ ６３，５１１ ２９，４７９ ２２，４３８

経済被害

単位：兆円

区 分 直接的被害 間接的被害

予
知
な
し

レベル１ ２０．３０ ３．９０

レ
ベ
ル
２

基本ケース ２２．６３ ５．３４

陸側ケース ２１．３５ ６．８１

東側ケース ２３．７６ ５．４６

（第３次想定） ２０．７９ ５．２８

予
知
あ
り

レベル１ １７．３９ ２．９３

レ
ベ
ル
２

基本ケース １９．８５ ３．２０

陸側ケース ２０．０１ ４．３１

東側ケース ２０．９０ ４．３０

（第３次想定） １８．６８ ４．６０

＜駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震・津波＞
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ライフラインの被害

１ 上水道

＜断水率、断水人口＞

区 分
給水人口

（千人）

断 水 率 （％） 断水人口（千人）

直後 １日後 1 週間後 １ヶ月後 直後 １日後 1 週間後 １ヶ月後

レベル１
約３，７１６

２１ ９ ６ ０ 約793 約337 約207 0

レベル２ ２５ １３ ８ ０ 約923 約477 約295 0

区 分
需要家数

（千件）

断 水 率 （％） 断水需要家数（千件）

直後 １日後 1 週間後 １ヶ月後 直後 １日後 1 週間後 １ヶ月後

（第３次想定） ３４８ ５２ ３６ ５ ０ 179 124 17 0

※ 第３次想定は、富士市以東についての想定結果

＜復旧予測＞

レベル１ ９５％復旧 １週間程度

レベル２ ９５％復旧 ２週間程度

２ 下水道

＜機能支障率、機能支障人口＞

区 分
処理人口

（千人）

機能支障率 （％） 機能支障人口（千人）

直後 １日後 1 週間後 1 ヶ月後 直後 １日後 1 週間後 1 ヶ月後

レベル１
約２，２３６

２ ２ １ ０ 約53 約43 約26 約3.3

レベル２ １２ １２ １０ １ 約271 約262 約215 約32

区 分 需要家数（千件） 機能支障率（％） 機能支障需要家数（千件）

（第３次想定） １３６ ０．７ ０．９

※ 第３次想定は、富士市以東についての想定結果

＜復旧予測＞

レベル１ ９５％復旧 数日程度

レベル２ ９５％復旧 ３週間程度

＜相模トラフ沿いで発生する地震・津波＞
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３ 電 力

＜停電率、停電軒数＞

区 分
需要家数

（千軒）

停 電 率 （％） 停 電 軒 数（千軒）

直後 １日後 ４日後 1 週間後 直後 １日後 ４日後 1 週間後

レベル１
約２，２４７

３３ ５ ０ ０ 約735 約117 約4.9 約4.9

レベル２ ３３ ５ ０ ０ 約736 約122 約9.3 約9.3

区 分 需要家数(千件) 機能支障率（％） 停電需要家数（千件）

（第３次想定） ５４０ ５．０ ２７

※ 第３次想定は、富士市以東についての想定結果

４ 通 信

＜固定電話（不通回線率、不通回線数）＞

区 分
回線数

（千回線）

不通回線率（％） 不通回線数（千回線）

直後 １日後 1 週間後 1 ヶ月後 直後 １日後 1 週間後 1 ヶ月後

レベル１
約８３３

３４ ６ ０ ０ 約279 約48 約3.5 約3.1

レベル２ ３４ ６ １ １ 約280 約53 約7.5 約6.6

＜復旧予測＞

レベル1 ９５％復旧 数日程度

レベル２ ９５％復旧 数日程度

＜復旧予測＞

レベル１ ９５％復旧 数日程度

レベル２ ９５％復旧 数日程度

＜携帯電話（停波基地局率、不通ランク）＞

区 分
停波基地局率（％） 不通ランク

直後 １日後 ４日後 1 週間後 直後 １日後 ４日後 1 週間後

レベル１ ０ ６ ０ ０ － － － －

レベル２ １ ６ １ １ － － － －

※ 不通ランク 「Ａ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が５０％を超える。
「Ｂ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が４０％を超える。
「Ｃ」：停電による停波基地局率と固定電話不通回線率の少なくとも一方が３０％を超える。
「－」：上記ランクＡ、Ｂ、Ｃのいずれにも該当しない。

＜復旧予測＞

レベル１ ９５％復旧 数日程度

レベル２ ９５％復旧 数日程度

＜相模トラフ沿いで発生する地震・津波＞
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５ ガ ス

＜都市ガス（供給停止率、供給停止戸数）＞

区 分
需要家数

(千戸)

供 給 停 止

戸数（千戸）

供給停止率

（％）

復旧対象戸数

(千戸)

レベル１ 約４９４ 約１９ ４ 約１２

レベル２ 約４９４ 約６１ １２ 約２８

＜復旧予測＞

区 分 都 市 ガ ス

レベル１ ９５％復旧 数日程度

レベル２ ９５％復旧 １週間程度

＜相模トラフ沿いで発生する地震・津波＞

＜ＬＰガス（供給停止率、供給停止戸数）＞

区 分
需要家数

(千戸)

機能支障率

（％）

要点検需要家数

(千戸)

レベル１
約８５５

４ 約３２

レベル２ ６ 約５２
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レベル１

レベル２

影響度ランク

影響度
ランク

被害
規模

緊急輸送が可能なレベルの
復旧に要する日数目安

被害のイメージ

ＡＡ 大 １週間以上 橋梁の落橋、倒壊／地形の大変形 等

Ａ 中 ３日～１週間
道路閉塞（建物、道路上工作物、津波堆積物）

／橋梁の亀裂、損傷／地すべり／盛土、切土被害 等

Ｂ 小 当日～３日 液状化被害／その他小規模な被害 等

Ｃ なし － －

交通施設等の被害

１ 道路施設（緊急輸送路）

＜相模トラフ沿いで発生する地震・津波＞
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レベル１

レベル２

影響度ランク

影響度
ランク

被害
規模

運行再開までの
日数の目安

被害のイメージ

ＡＡ 大 1ヶ月以上 橋梁の落橋、倒壊、大変形／津波による流失 等

Ａ 中 1週間～1ヶ月
線路上への異物侵入(建物、鉄道上工作物、津波堆積物等)

／橋梁の亀裂、損傷／地すべり／盛土、切土被害／軌道変状 等

Ｂ 小 当日～1週間 液状化被害／その他小規模な被害 等

Ｃ なし － －

２ 鉄道施設

＜相模トラフ沿いで発生する地震・津波＞
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＜地震後に使用可能な防災拠点港湾・防災港湾の取扱能力＞

港湾・漁港数 耐震強化岸壁数 取扱能力(ｔ／日)

１８ ３０ ８０，５５３

（１）静岡空港

ア 被災状況

・震度は４程度であり、滑走路等の基本施設や航空保安施設に被害は発生しないが、安全確保のため空港を閉

鎖する。

イ 対応状況

・安全確認後、空港運用に支障がないと判断した時点から運航を再開する。

・当日中に空路による緊急輸送が開始される。

（２）その他の主な飛行場・ヘリポート

・県内の航空自衛隊の基地では震度４～５弱の揺れを受け点検が必要となる可能性がある。

・ごく一部の防災拠点ヘリポートや市町防災ヘリポートで震度6強以上の強い揺れを受ける可能性や津波が浸

水するおそれがあるほか、離着陸場内に住民等が避難していたり、アクセス道路に被害が生じたりすること

等により、輸送機能に支障が生じる可能性がある。

３ 港湾施設

４ 飛行場・ヘリポート

＜相模トラフ沿いで発生する地震・津波＞
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１ 避難者

２ 物資不足

３ 医療機能支障

＜医療機能支障＞

区 分
医療対応力不足数

入院対応 外来対応

レベル１ － －

レベル２ － －

※ 市町単位では医療対応力不足数が算出されているが、県内の他市町に搬送して

対応できるため、県計としては不足数が算出されていない。

＜避難者数（発災～1ヵ月後）＞ 単位：人

区分

１日後 １週間後 １ヵ月後

避難者数 避難者数 避難者数
避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

ﾚﾍﾞﾙ１ 56,964 34,848 22,116 96,147 48,387 47,760 47,457 14,237 33,220

ﾚﾍﾞﾙ２ 111,648 69,015 42,633 150,590 76,234 74,356 82,913 24,874 58,039

生活支障等

＜給水、食料、毛布の不足量（市町の備蓄のみで対応した場合＞

区 分
住 民 分

１～３日目の計 ４～７日目の計

レ
ベ
ル
１

給 水 (ﾄﾝ) ２６２ １２，６１１

食 料 （食） ６３，３２７ ３４１，１６８

毛 布 （枚） ２４，６６３

レ
ベ
ル
２

給 水 (ﾄﾝ) ３６３ １９，３２４

食 料 （食） １８２，７５４ ６３２，６４７

毛 布 （枚） ３６，２９２

※ 家庭内備蓄を考慮して算出している。

＜相模トラフ沿いで発生する地震・津波＞

観光・出張客分を考慮した場合

１～３日目の計

３９1

５４０，３５９

９９，２６１

４９２

６８６，１６４

１２６，５９５
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＜中期的住機能支障（発災約１ヶ月～２年間）＞ 単位：世帯

区 分
応急仮設住宅等の需要 ※

応急仮設住宅 借上げ型応急住宅 公営住宅の一時使用

レベル１
１，８０１

（２，９３８）

２，４８３

（４，４１３）

１，０５８

（１，８１２）

レベル２
３，３２８

（５，０３３）

４，５８８

（７，４８４）

１，９５６

（３，０８６）

※ アンケート結果に基づく推計（借り上げ型応急住宅、公営住宅及び民間賃貸住宅の入居上限を考慮）

※ 上段：自宅が全壊・焼失した世帯の需要、下段：自宅が全壊・焼失、半壊した世帯の需要

＜長期的住機能支障（発災後約２年～数年以降）＞ 単位：世帯

区 分

災害公営住宅の需要 ※

計 全壊世帯の需要 半壊世帯の需要
うち年収 400 万円未満

レベル１ ６，５５０ ３，２１７ ２，１３０ ３，３３３

レベル２ １０，９４０ ５，９４６ ４，０４６ ４，９９４

※ アンケート結果に基づく推計

＜災害廃棄物、津波堆積物＞ 単位：千トン

区 分 合 計 災害廃棄物 津波堆積物

レベル１ １，６７２～１，９００ １，４６９ ２０３～ ４３１

レベル２ ３，３１６～３，９６８ ２，７３６ ５８０～１，２３２

４ 住機能（応急仮設住宅等）

５ し尿・ごみ・瓦礫

＜仮設トイレ不足量＞ 単位：基（仮設トイレ基数換算）

区 分
市町の仮設トイレ等の備蓄のみで対応した場合

仮設・簡易トイレを活用 仮設・簡易・マンホールトイレを活用

レベル１ １７ ０

レベル２ ７６ ５２

単位：兆円

区 分 直接的被害 間接的被害

レベル１ １．６５ ０．１４５

レベル２ ２．７０ ０．２５７

経済被害

＜相模トラフ沿いで発生する地震・津波＞


